
平成25年9月1日号 8

本庄市長

しんげの
一言メッセージ市長コラム

実現させたい２０２０東京五輪

あ
た
た
か
い
愛
の
心
で
「
献

血
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

（
広
告
）

（
広
告
）

日 

時　
９
月
12
日
㈭　
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

会
場　

 

埼
玉
信
用
組
合
本
店

対 

象　

16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人

（
た
だ
し
、
65
歳
か
ら
69
歳
ま

で
の
人
は
、
60
歳
か
ら
64
歳
ま

で
の
間
に
献
血
を
し
た
こ
と
が

あ
る
人
に
限
り
ま
す
。）

※
疾
病
や
服
薬
な
ど
に
よ
り
、
献

血
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

種 

類　

全
血
（
４
０
０
㎖
・
２
０

０
㎖
）

★ 

本
庄
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉔
２

０
０
３

　

８
月
５
日
付
第
７
次
住
居
表
示

の
実
施
に
伴
い
、
児
玉
町
児
玉
南

１
丁
目
〜
４
丁
目
の
投
票
区
（
投

票
所
）
が
次
の
と
お
り
変
更
に
な

り
ま
し
た
。
選
挙
の
際
に
は
、
個

別
に
通
知
さ
れ
る
投
票
所
入
場
券

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

変 

更
前　

第
22
投
票
区
（
児
玉
公

民
館
）
及
び
第
24
投
票
区
（
児

　

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど

の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
て
も
、
検
察
官
が
そ
の
事

件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
。
ど
う

も
納
得
で
き
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
不
満
を
持
つ
人
の

た
め
に
、
検
察
官
の
し
た
処
分
が

正
し
か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す

る
機
関
と
し
て
「
検
察
審
査
会
」

が
あ
り
ま
す
。

　

検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を

持
つ
一
般
国
民
の
中
か
ら「
く
じ
」

で
選
ば
れ
た
11
人
の
審
査
員
が
審

査
を
し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
い
つ
か
審
査
員
に
選

ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
審
査
員
に
選
ば
れ
た
と
き

は
、
国
民
の
代
表
と
し
て
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
制
度
を
紹
介
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

★ 

熊
谷
検
察
審
査
会
事
務
局
（
さ

い
た
ま
地
方
裁
判
所
熊
谷
支
部

内
）
☎
０
４
８―

５
０
０―

３

１
１
１

玉
文
化
会
館
）

変 

更
後　

第
22
投
票
区
（
児
玉
公

民
館
）

★ 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎
㉕

１
１
８
７

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
く
だ
さ
い

児
玉
町
児
玉
南
１
丁
目
〜
４

丁
目
に
お
住
ま
い
の
人
の
投

票
区
（
投
票
所
）
が
一
部
変

更
に
な
り
ま
し
た

※
声
の
広
報
（
録
音
テ
ー
プ
）
の
貸
し
出
し
は
、
図
書
館
本
館
・
秘
書
広
報
課
へ
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
★
秘
書
広
報
課
☎
㉕
１
１
５
５

　2020年のオリンピック・パラリンピック開催都市を決
定するＩＯＣ総会が、来る９月７日にブエノスアイレスで
開かれます。この総会に向け、2020年東京オリンピック・
パラリンピック招致実現を目指す「出陣式」が８月23日
に東京都庁で開催され、私も参加する予定です。（この原
稿を書いているのは８月18日です。）
　実はこのお話は、地元の児玉商工会青年部のみなさんが、
今から４年前に「2016年東京五輪」の招致成功を祈って
児玉町小平の日本神社の必勝だるまを東京都に贈ろうと計
画し、本庄市が都との橋渡しとなり、当時の谷川副知事に
青年部有志と市長の私でお渡しした、ということに始まり
ます。４年前の雪辱を果たすべく、今回もぜひ贈呈しよう
と、商工会青年部そして市の秘書広報課では早くから準備
し、猪瀬都知事ご本人にお渡しすることで決定していたの
ですが、諸般の事情から直接お渡しすることが出来なくな
りました。まことに残念でありましたが、その後、東京都

お
知
ら
せ

から市長と商工会長あてに出陣式の招待状が届いたのです。
おそらく知事との面会が中止になってしまったことへの東
京都側のおはからいだと思い、ありがたく参加することと
しました。当日は児玉商工会長、青年部有志代表と私、商
工会と市の職員とで都庁にだるまをお届けし、夕方からの
出陣式に臨む予定でおります。
　市民のみなさんがこのコラムをご覧になる頃は出陣式も
終わり、いよいよ開催都市決定に向けて世間のムードも盛
り上がっているのではないかと思います。
　我が国は様々な問題を抱えながらも、環境、資源、高齢
化など世界のどの国も避けては通れない「これからの社会
の持続性」という課題に対し、先進的な取り組みと実績を
積み上げています。50年前の東京五輪が復興する日本の
姿を世界に示したように、７年後の東京五輪を実現させ、
世界に日本の新しい挑戦を大いに発信できればすばらしい
と思います。
　みんなで東京五輪実現を祈りましょう。



（
広
告
）

（
広
告
）
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住
宅
・
土
地
統
計
調
査
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

総
務
省
で
は
、
10
月
１
日
現
在

の
、
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
宅
や
土
地
、

世
帯
状
況
に
つ
い
て
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
住
生
活
に
関
す
る
様
々

な
行
政
施
策
に
必
要
な
基
礎
資
料

を
得
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

調
査
す
る
地
域
は
、
全
国
か
ら

無
作
為
に
選
定
さ
れ
ま
す
。
調
査

対
象
に
な
っ
た
場
合
、
９
月
下
旬

に
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
票
に
記
入
し
た
内
容
に
つ

い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
厳
重

に
保
護
さ
れ
ま
す
。

★
商
工
課
☎
㉕
１
１
７
５

受 

付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午

後
７
時
（
14
日
㈯
・
15
日
㈰
は

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）

相 

談
電
話
番
号　

☎
０
５
７
０―

０
０
３―

１
１
０

相 

談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
人

権
擁
護
委
員

★ 

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
課
☎
０
４
８―

８
５
９―

３

５
０
７

　

埼
玉
県
で
は
、
も
う
一
度
働
い

て
み
た
い
看
護
師
さ
ん
の
職
場
復

帰
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
３
か
月
の
勤

務
研
修
で
、
給
与
を
受
け
な
が
ら
、

復
職
に
必
要
な
看
護
技
術
を
学
び

直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

埼
玉
県
看
護
協
会
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
相
談
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
復
職
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
勤
務
研
修
を
実
施
す
る

医
療
・
介
護
施
設
も
併
せ
て
募
集

し
て
い
ま
す
。
復
職
者
１
人
当
た

り
75
万
円
ま
で
県
が
助
成
し
ま
す
。

応 

募
先　

埼
玉
県
看
護
協
会
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
４
８―

８

２
４―

７
２
６
６
）

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
へ

★ 

埼
玉
県
医
療
整
備
課
☎
０
４
８―

８
３
０―

３
５
４
３

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々

な
人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、「
高
齢
者
・

障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
を
設
定
し
、
通
常
の
受

付
時
間
を
延
長
し
て
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

期
間　

９
月
９
日
㈪
〜
15
日
㈰

　

児
玉
郡
市
障
が
い
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
で
は
、
障
害
の
あ
る
人

の
職
業
相
談
、
職
場
開
拓
、
職
場

定
着
支
援
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
用
希
望
者
は
、
事
前
に
電
話
予

約
の
う
え
、
面
接
が
必
要
で
す
。

受 

付
日
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日（
休

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）　

午

前
９
時
〜
午
後
５
時

対 

象　

本
庄
市
・
児
玉
郡
在
住
の

障
害
者
（
障
害
の
種
別
・
手
帳

の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。）

※
職
場
見
学
・
就
職
実
習
の
受
け

入
れ
や
、
障
害
者
の
雇
用
を
検
討

し
て
い
る
企
業
・
事
業
所
を
随
時

募
集
し
て
い
ま
す
。

★ 

児
玉
郡
市
障
が
い
者
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
☎
㉒
３
０
６
４
・
Ｆ

㉒
１
２
７
１
・
３syu-rousien

@
blue.ocn.ne.jp

平
成
25
年
度
県
北
地
域
障
害

者
就
職
面
接
会
の
お
知
ら
せ

　

企
業
人
事
担
当
者
と
面
接
で
き

ま
す
。

日 

時　
10
月
９
日
㈬　
午
後
１
時
〜

４
時

　

受
付　

午
後
０
時
15
分
〜
３
時

会 

場　

熊
谷
ス
ポ
ー
ツ
文
化
公
園

体
育
館
（
熊
谷
市
上
川
上
３
０

０
）

参
加
企
業　

40
社
（
予
定
）

用 

意　

障
害
者
手
帳
（
写
）、
履

歴
書

※
応
募
企
業
数
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ

れ
複
数
枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は

左
記
へ

★ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本
庄
・
障
害
者

担
当
☎
㉒
２
４
４
８

全
国
一
斉
「
高
齢
者
・
障
害

者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

児
玉
郡
市
障
が
い
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
み

ま
せ
ん
か

ブ
ラ
ン
ク
の
あ
る
ナ
ー
ス
の

復
職
を
埼
玉
県
が
応
援
し
ま
す

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
の
駅
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
本
庄
主
催
「
ま
ち

の
駅
記
念
講
演
会
」
を
開
催

日 

時　
９
月
18
日
㈬　
午
後
６
時
〜

８
時

会 

場　

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
本
庄
駅
内
）

講 

師　

宮
本　

倫
明　

氏
（「
美う

ま

し
国
お
こ
し
・
三
重
」
総
合
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー　

早
稲
田
大
学

大
学
院
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
科

講
師
）

演 

題　

う
わ
さ
の
ま
ち
本
庄
づ
く

り
費
用　

無
料

申 

込　

９
月
17
日
㈫
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ

★ 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
本
庄
事
務
局
☎
㉒
１
６

９
０

催　

し


